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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
第
七
十
一
次
世
界
植
物
大
戦
χ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
９
７
２
Ｏ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
東
方
植
物
戦
争
記
か
ら
１
２
０
年
の
歳
月
が
た
っ
た
。
今
宵
新
た
な
戦
争
が

幕
を
開
け
る
。
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
１
は
、
２
０
話
。
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２
は
、
２
３

話
。
ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
は
、
１
８
話
。
と
な
り
ま
す
。



2

第
一
話
　
エ
イ
リ
ア
ン
の
侵
略

植
物
界
は
、
更
に
発
展
を
し
て
い
た
。

「
大
佐
殿
、
何
か
お
呼
び
で
す
か
？
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
突
然
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
兵
長
を
呼
び

出
し
た
。

「
少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
人
間
界
の
イ
ギ
リ
ス
と
言
う
国
の
畑
に
こ

ん
な
の
が
あ
っ
た
。
」

「
暗
号
文
章
で
す
か
？
」

ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル

「
あ
あ
、
キ
ク
科
の
一
人
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
伍
長
に
よ
れ
ば
、
地
球
侵
略
の

テ
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
イ
ド

準
備
を
開
始
す
る
と
い
う
警
告
ら
し
い
。
」

ビ
ー
プ

コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
兵
長
と
ナ
ガ
エ
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
四
等
兵
、
オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
伍

長
は
イ
ギ
リ
ス
で
調
査
を
し
て
い
た
。

「
伍
長
殿
、
何
か
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？
」

「
す
ま
な
い
、
き
ち
ん
と
探
し
て
い
る
最
中
だ
。
地
球
外
生
物
の
行
動
が
分
か

エ
イ
リ
ア
ン

る
物
は
落
ち
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
の
に
な
。
」

そ
の
時
、
彼
ら
の
背
後
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
。

「
し
ま
っ
た
！
地
球
外
生
物
が
そ
こ
に
い
た
と
は
。
錦
爆
　
全
て
の
発
光
光
線
」

エ
イ
リ
ア
ン
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オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
伍
長
の
弾
幕
が
、
エ
イ
リ
ア
ン
の
一
人
に
あ
た
り
、
エ
イ
リ

ア
ン
は
血
を
吐
い
て
死
亡
し
た
。

「
貴
様
等
、
俺
の
仲
間
を
殺
し
て
や
る
。
」

「
殺
さ
れ
る
の
は
、
ど
っ
ち
か
と
思
う
け
ど
な
・
・
・
」

コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
兵
長
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
て
ト
ラ
ッ
プ
弾
幕
を
作

っ
た
。

「
さ
ぁ
、
何
処
へ
行
っ
て
も
地
獄
の
ト
ラ
ッ
プ
弾
幕
だ
！
」

「
ば
か
ば
か
し
い
奴
、
簡
単
に
抜
け
ら
れ
る
・
・
・
ギ
ャ
ー
！
」

「
ど
う
し
た
？
」

「
俺
の
左
足
が
吹
っ
飛
ん
だ
！
」

「
う
っ
・
・
・
貴
様
、
俺
の
仲
間
に
酷
い
目
に
あ
わ
し
や
が
っ
て
、
こ
の
ラ
イ

ト
セ
イ
バ
ー
で
斬
り
裂
い
て
や
る
。
お
ら
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
」

コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
兵
長
は
、
戦
略
の
腕
が
よ
い
た
め
ト
ラ
ッ
プ
弾
幕
を
自
分
の
手

前
に
置
い
て
あ
る
こ
と
を
エ
イ
リ
ア
ン
が
知
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。

「
ぐ
わ
ぁ
ー
！
俺
の
左
腕
と
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
が
！
」

ナ
ガ
エ
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
四
等
兵
は
、
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
見
て
に
や
り
と
し
た

表
情
を
見
せ
た
。

「
や
め
ろ
！
そ
の
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
で
殺
す
の
は
・
・
・
」
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ナ
ガ
エ
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
四
等
兵
は
、
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
エ
イ
リ
ア
ン
の
右
手

に
刺
し
た
。

「
誰
が
殺
そ
う
と
し
た
。
お
前
を
拘
束
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
な
。
」

オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
伍
長
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
に
拘
束
し

た
エ
イ
リ
ア
ン
を
渡
し
た
。

第
七
十
一
次
世
界
植
物
大
戦
χ
の
新
テ
ー
マ
曲
集

ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
Ｕ
．
Ｎ
Ｏ
ｗ
ｅ
ｎ

苦
し
み
が
炎
を
助
け
た

エ
イ
リ
ア
ン
退
治
！

秩
序
か
ら
混
乱
へ

ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル

ス
ペ
ル
カ
ー
ド
発
動
！

敵
を
拘
束
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第
一
話
　
エ
イ
リ
ア
ン
の
侵
略
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
話
　
　
新
た
な
る
戦
争
。
お
楽
し
み
に
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第
二
話
　
新
た
な
る
戦
争
（
前
書
き
）

つ
い
に
植
物
た
ち
は
、
宇
宙
戦
争
へ
向
け
て
戦
闘
用
意
を
始
め
る
。
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第
二
話
　
新
た
な
る
戦
争

オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
伍
長
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
に
拘
束
し

た
エ
イ
リ
ア
ン
を
渡
し
た
。

其
の
エ
イ
リ
ア
ン
は
、
口
を
閉
ざ
す
が
次
第
に
事
の
緊
急
事
態
を
教
え
た
。

「
奴
等
が
攻
め
て
く
る
。
そ
の
た
め
の
警
告
だ
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
ど
う
や
ら
エ
イ
リ
ア
ン
か
ら
恐
ろ

し
い
相
手
の
襲
来
を
聞
い
た
。

そ
の
た
め
、
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
中
佐
は
、
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
見
て
何
か
を
考
え

て
い
た
。

「
大
佐
殿
、
自
ら
の
能
力
を
封
じ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
如
何
な
さ
い

ま
す
か
？
」

「
植
物
た
ち
全
員
に
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
持
た
し
て
お
く
と
い
う
の
は
ど
う
だ

ろ
う
か
バ
ラ
大
将
？
」

「
悪
く
は
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
。
み
ん
な
に
持
た
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
今
後

の
闘
い
が
不
利
に
な
る
。
」

賛
成
多
数
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
次
は
植
物
界
の
あ
る
場
所
で
Ｕ
Ｆ

Ｏ
ら
し
き
も
の
を
見
か
け
た
と
い
う
目
撃
情
報
を
聞
い
た
。
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今
回
は
、
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
中
佐
、
イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
上
等
兵
、
オ
ト
ギ
リ
バ
ニ
シ

キ
ソ
ウ
参
謀
兵
長
が
他
の
植
物
と
と
も
に
動
い
た
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
エ
イ
リ
ア
ン
だ
が
か
な
り
危
険
な
タ
イ
プ
で
あ

っ
た
。

ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
全
員
が
構
え
た
。

第
二
話
登
場
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

事
情
聴
取
～
ａ
ｌ
ｉ
ｅ
ｎ
 

ｏ
ｆ
 
 

ｄ
ｉ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
ｙ
～

最
悪
の
敵
の
警
戒

Ｃ
ｒ
ｕ
ｅ
ｌ
 

Ｄ
ｅ
ｃ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

闘
い
の
予
感
第
一
楽
章
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第
二
話
　
新
た
な
る
戦
争
（
後
書
き
）

次
回
　
第
三
話
　
種
族
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
。
お
楽
し
み
に

グ
ッ
ラ
ド
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第
三
話
　
種
族
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
（
グ
ッ
ラ
ド
）
（
前
書
き
）

地
球
に
攻
め
て
き
た
、
エ
イ
リ
ア
ン
集
団
。
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第
三
話
　
種
族
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
（
グ
ッ
ラ
ド
）

種
族
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
と
い
う
エ
イ
リ
ア
ン
が
い
た
。

彼
ら
は
、
２
本
の
腕
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
殴
ら
れ
る
と
１
０
０
ｍ
近
く
吹

っ
飛
ぶ
。

即
死
か
、
致
命
傷
を
負
う
確
率
も
高
い
。

タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
中
佐
は
、
マ
ラ
カ
イ
ト
・
グ
リ
ー
ン
の
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
振

っ
て
警
告
し
た
。

「
こ
こ
か
ら
先
は
、
足
を
踏
み
入
れ
る
な
！
入
れ
た
ら
、
我
々
が
容
赦
し
な
い
。

」イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
上
等
兵
は
、
サ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
の
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
。

オ
ト
ギ
リ
バ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
参
謀
兵
長
は
、
サ
ン
ラ
イ
ト
の
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を

持
っ
た
。

Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
は
、
腕
伸
ば
し
て
、
拳
で
三
人
を
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
た
。

タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
中
佐
は
、
炎
で
、
拳
を
炒
っ
た
。

熱
く
て
あ
わ
て
て
い
る
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
は
、
二
人
の
攻
撃
を
受
け
た
。

イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
と
オ
ト
ギ
リ
バ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
は
、
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
見
て
い

た
。
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「
こ
ん
な
感
じ
で
、
斬
れ
る
と
は
、
す
ご
い
な
。
」

Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
の
乗
っ
て
い
た
宇
宙
船
を
、
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
が
溶
岩
で
溶
か
し

た
。

「
ど
う
や
ら
、
反
物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
は
、
溶
か
さ
な
い
で
お
い
た
。
こ

れ
が
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
か
ら
な
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
地
球
の
裏
側
に
５
機
の
選
管
が
接

近
し
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け
た
。

第
三
話
登
場
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

警
告

Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ

Ｙ
ｏ
ｕ
 

ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
 

ｂ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
 

ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
 

ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ



13

第
三
話
　
種
族
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
（
グ
ッ
ラ
ド
）
（
後
書
き
）

次
回
　
第
四
話
　
　
恐
ろ
し
や
！
極
悪
エ
イ
リ
ア
ン
Ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｘ
。
お
楽
し
み

カ
ッ
プ
ク
ス

に
！
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第
四
話
　
恐
ろ
し
や
！
極
悪
エ
イ
リ
ア
ン
Ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｘ
（
前
書
き
）

Ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｘ
が
現
れ
る
中
、
植
物
連
合
軍
に
裏
帳
場
が
発
生
す
る
。
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第
四
話
　
恐
ろ
し
や
！
極
悪
エ
イ
リ
ア
ン
Ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｘ

そ
の
５
隻
の
戦
艦
が
接
近
し
て
い
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
ツ
ゲ
中
佐
と
パ
ン
ダ
少
佐
と
ホ
ホ

バ
准
将
と
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
兵
長
（
の
ち
に
中
佐
）
は
、
見
て
い
た
。

「
こ
れ
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｘ
の
戦
艦
五
隻
で
す
。
」

「
我
々
に
は
、
来
て
ほ
し
く
な
い
エ
イ
リ
ア
ン
集
団
で
あ
り
、
反
物
質
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
我
々
は
、
試
験
段
階
を
や
っ
と
ク
リ
ア
し
た
ば
か
り
で
、
一
度
戦
闘
機

で
実
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

「
こ
の
エ
イ
リ
ア
ン
、
地
球
を
滅
ぼ
し
に
来
る
だ
け
で
な
く
、
何
か
を
企
ん
で

い
る
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」

「
そ
れ
が
考
え
ら
れ
る
な
。
我
々
の
力
で
も
４
隻
ぐ
ら
い
し
か
壊
せ
な
い
だ
ろ

う
。
」

し
か
し
、
ボ
タ
ン
中
将
は
、
嫌
な
予
感
が
す
る
こ
と
が
発
生
す
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。

ア
サ
ギ
ス
イ
セ
ン
参
謀
長
は
、
裏
帳
場
の
臭
い
が
漂
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

こ
の
状
態
を
ど
う
や
っ
て
回
避
し
て
い
く
の
か
。

第
四
話
登
場
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

Ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｘ
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第
四
話
　
恐
ろ
し
や
！
極
悪
エ
イ
リ
ア
ン
Ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｘ
（
後
書
き
）

次
回
　
第
五
話
　
裏
帳
場
発
生
と
襲
撃
。
お
楽
し
み
に
！
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第
五
話
　
裏
帳
場
と
襲
撃
（
前
書
き
）

突
然
発
生
し
た
裏
帳
場
。
植
物
連
合
軍
の
正
義
が
つ
い
に
暴
か
れ
る
。
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第
五
話
　
裏
帳
場
と
襲
撃

「
裏
帳
場
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
よ
。
」

コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
が
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
に
そ
う
伝
え
た
。

「
そ
れ
は
、
あ
り
得
な
い
と
思
う
が
。
」

「
で
も
で
す
よ
。
あ
の
四
隻
の
船
。
Ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｘ
の
船
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
」

「
そ
れ
は
、
意
外
だ
な
。
ど
の
エ
イ
リ
ア
ン
か
ら
更
新
が
取
れ
た
ん
だ
？
」

「
我
々
と
同
じ
植
物
で
す
。
種
族
名
は
、
Ｗ
Ａ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｗ
Ｑ
で
す
。
侵
略
レ
ベ

ウ
エ
タ
ッ
ク

ル
１
な
の
で
安
全
で
す
。
」

「
し
か
し
、
な
ぜ
彼
ら
を
危
険
人
物
に
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
」

「
裏
帳
場
が
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
監
視
体
制
が
、
解

除
さ
れ
た
の
も
そ
れ
に
よ
る
影
響
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
」

「
そ
れ
を
外
し
た
の
は
？
」

「
名
前
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
植
物
の
よ
う
で
す
。
科
の
名
前
は
、
Ｄ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｍ

ダ
ユ
ー
モ
ン
ク
ロ
ソ
ウ

Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ｋ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
と
い
う
名
前
で
す
。
」

「
変
な
感
じ
が
す
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
黒
幕
が
そ
い
つ
ら
か
も
し
れ
な
い
。
」

第
五
話
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
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裏
工
作

悪
影
響

ウ
タ
ガ
イ
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第
五
話
　
裏
帳
場
と
襲
撃
（
後
書
き
）

次
回
　
第
六
話
　
内
部
の
全
体
図
。
お
楽
し
み
に
！
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第
六
話
　
内
部
の
全
体
図

黒
幕
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
ダ
ユ
ー
モ
ン
ク
ロ
ソ
ウ
科
た
ち
を

呼
び
出
し
た
。

「
君
た
ち
が
、
計
画
変
更
し
た
疑
い
が
あ
る
。
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
エ
イ
リ
ア
ン
は
危
険
な
存
在
で
あ
り
ま

す
。
機
械
の
故
障
で
す
よ
。
信
じ
て
く
だ
さ
い
！
」

タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
中
佐
は
、
壁
を
叩
い
て
ダ
ユ
ー
モ
ン
ク
ロ
ソ
ウ
科
達
に
真
実
の

罵
声
を
か
け
た
。

「
ウ
エ
タ
ッ
ク
は
、
危
険
エ
イ
リ
ア
ン
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
地
球
を
見
に

来
た
観
光
客
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
」

ダ
ユ
ー
モ
ン
ク
ロ
ソ
ウ
科
の
隊
長
で
あ
る
ダ
ユ
ー
モ
ン
ク
ロ
ソ
ウ
は
、
ト
ウ
ダ

イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
の
左
ほ
お
を
殴
っ
た
。

「
平
和
の
欲
望
に
落
ち
た
堕
天
使
め
！
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
に
や
り
と
し
た
表
情
を
し
た
。

「
戦
争
の
欲
望
に
落
ち
た
者
は
、
あ
な
た
な
の
で
す
。
私
は
、
大
佐
で
あ
り
、

こ
の
連
合
軍
を
作
っ
た
責
任
者
で
あ
り
、
地
球
を
侵
略
す
る
エ
イ
リ
ア
ン
を
一

人
も
逃
さ
な
い
と
い
う
の
が
私
流
で
す
。
」
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ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
ク
ラ
ウ
ソ
ラ
ス
を
右
手
に
取
り
ダ

ユ
ー
モ
ン
ク
ロ
ソ
ウ
に
向
け
た
。

「
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
達
よ
、
こ
の
者
た
ち
を
捕
え
よ
！
」

「
了
解
！
」

「
ク
ラ
ウ
ソ
ラ
ス
の
餌
食
に
な
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
ね
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
ダ
ユ
ー
モ
ン
ク
ロ
ソ
ウ
の
手
首
に

４
次
元
手
錠
を
掛
け
た
。

第
六
話
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

解
明
さ
れ
た
鍵

真
実
の
罵
声
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第
六
話
　
内
部
の
全
体
図
（
後
書
き
）

次
回
　
第
七
話
　
Ｒ
Ｒ
Ｔ
Ｘ
襲
来
！
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
の
勇
猛
果
敢
な
作
戦
。
お

楽
し
み
に
！

小
説
Ｏ
Ｐ
主
題
歌
「
纏
わ
れ
て
百
年
戦
争
」
　
何
が
風
だ
、
声
殺
す
。
に
収
録

小
説
Ｅ
Ｄ
主
題
歌
「
鮮
血
戦
争
終
了
ノ
変
」
　
Ｎ
Ｏ
に
収
録
。
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第
七
話
　
Ｒ
Ｒ
Ｔ
Ｘ
襲
来
！
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
の
勇
猛
果
敢
な
作
戦

騒
動
終
了
と
同
時
に
、
安
心
の
で
き
な
い
状
況
が
続
い
た
。

「
地
球
か
ら
六
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
宇
宙
船
が
あ
り
ま
す
。
」

「
解
析
の
結
果
、
宇
宙
の
中
で
も
相
当
強
い
と
言
わ
れ
る
種
族
Ｒ
Ｒ
Ｔ
Ｘ
と
い

う
船
で
す
。
」

「
大
佐
殿
、
い
か
が
な
さ
い
ま
す
か
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
少
々
困
っ
て
い
た
。

「
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
の
軍
に
伝
え
て
く
れ
。
」

「
了
解
！
」

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
の
軍
は
、
攻
撃
態
勢
に
入
る
。
宇
宙
戦
闘
機
に
乗
り
こ
ん
だ
。
」

「
こ
こ
か
ら
先
は
、
私
の
指
示
に
従
い
動
く
ぞ
。
」

「
イ
ェ
ッ
サ
ー
、
大
尉
殿
！
」

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
の
軍
４
０
０
機
が
Ｒ
Ｒ
Ｔ
Ｘ
に
立
ち
向
か
っ
た
。

敵
の
船
は
、
一
隻
だ
が
惑
星
を
支
配
で
き
る
ぐ
ら
い
の
力
が
あ
る
。

４
０
０
機
の
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
は
、
敵
の
船
に
４
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
付
い

た
と
こ
ろ
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
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「
い
い
か
、
プ
ラ
ン
０
３
３
６
３
迎
撃
作
戦
に
移
行
す
る
。
」

「
了
解
！
」

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
大
尉
は
、
戦
闘
機
を
自
動
操
縦
に
切
り
替
え
た
。

Ｒ
Ｒ
Ｔ
Ｘ
の
船
に
乗
っ
て
い
る
船
長
は
の
名
は
「
グ
ラ
・
ヴ
ス
ル
」
。

「
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
の
戦
闘
機
が
迎
撃
開
始
し
始
め
ま
し
た
。
４
０
０
機
も
い
ま

す
。
」

「
ふ
ん
、
糞
植
物
に
は
よ
う
は
な
い
撃
て
ー
！
」

Ｒ
Ｒ
Ｔ
Ｘ
の
船
か
ら
重
力
砲
が
撃
た
れ
た
。

「
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
大
尉
重
力
砲
が
来
ま
す
。
」

「
心
配
す
る
な
、
攻
撃
だ
！
」

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
の
戦
闘
機
が
一
斉
に
重
力
弾
に
攻
撃
し
続
け
た
。

４
０
０
機
の
力
が
強
い
の
か
、
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

「
何
っ
！
」

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
大
尉
は
、
戦
闘
機
か
ら
降
り
て
、
４
０
０
人
の
仲
間
で
船
に
乗
り

込
ん
だ
。

「
し
ま
っ
た
！
く
そ
、
雑
魚
ど
も
を
倒
せ
！
」
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「
了
解
！
」

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
大
尉
は
、
右
手
に
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー
の
ラ
イ
ト
セ
ー
バ
ー
を
持
っ
て

い
た
。

「
大
尉
殿
、
突
撃
の
合
図
を
く
だ
さ
い
。
」

「
分
か
っ
た
。
５
、
４
、
３
、
２
、
１
、
０
。
出
陣
開
始
！
」

「
う
ぉ
お
お
お
お
お
お
！
」

Ｒ
Ｒ
Ｔ
Ｘ
は
、
最
強
の
船
を
持
っ
て
い
て
も
敵
が
弱
か
っ
た
。

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
大
尉
は
高
速
移
動
で
敵
を
討
伐
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
ボ
ス
の
グ
ラ
・
ヴ
ス
ル
に
勝
負
し
た
。

結
果
、
船
を
壊
す
こ
と
が
て
き
た
。

「
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
大
尉
、
戦
い
ぶ
り
が
無
茶
を
し
て
い
る
と
思
っ
た
。
」

「
作
戦
に
無
理
は
な
い
と
判
断
し
た
う
え
で
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
」

第
七
話
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

闘
い
の
予
感
第
二
楽
章

Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
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勇
者
の
稲
妻

出
陣
開
始
！
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第
七
話
　
Ｒ
Ｒ
Ｔ
Ｘ
襲
来
！
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
の
勇
猛
果
敢
な
作
戦
（
後
書
き
）

次
回
　
第
八
話
　
迫
り
く
る
影
、
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
。
お
楽
し
み
に
！

ロ
ッ
パ
ズ
ク
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第
八
話
　
迫
り
く
る
影
、
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
少
し
悩
ん
で
い
た
。

「
火
星
か
ら
水
を
運
ぶ
作
業
を
邪
魔
を
す
る
海
賊
が
い
る
ら
し
い
。
」

タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
中
佐
も
深
刻
に
話
し
た
。

「
大
佐
殿
、
此
の
被
害
に
関
し
て
３
０
件
。
原
因
に
よ
る
エ
イ
リ
ア
ン
が
Ｌ
Ｐ

Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
」

「
威
嚇
射
撃
を
し
て
も
無
駄
な
場
合
は
、
ど
う
し
ま
す
か
。
」

「
強
制
排
除
し
か
な
い
。
ふ
ぅ
ー
」

オ
ー
ル
キ
ル

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
た
め
息
を
つ
い
た
後
、
今
日
の
運
搬

班
で
あ
る
者
た
ち
と
で
あ
っ
た
。

カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
と
ク
ロ
マ
ツ
と
ツ
バ
キ
と
い
っ
し
ょ
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。

「
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
は
、
私
に
任
し
て
く
れ
な
い
か
。
」

「
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
の
戦
術
が
あ
れ
ば
怖
い
も
の
な
し
で

す
ね
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
の
警
戒
態
勢
に
す

で
気
が
付
い
て
い
た
。
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「
倒
す
気
に
な
っ
て
き
た
ぞ
。
平
和
乱
す
者
殺
す
。
」

第
八
話
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

運
搬
の
邪
魔
者
～
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
～
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第
八
話
　
迫
り
く
る
影
、
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
（
後
書
き
）

次
回
第
九
話
壊
せ
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
の
船
。
お
楽
し
み
に

第
二
期
で
一
番
不
調
っ
て
こ
の
作
品
で
す
。
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第
九
話
　
壊
せ
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
の
船

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
既
に
右
手
に

持
っ
て
い
た
。

「
魔
剣
ク
ラ
ウ
・
ソ
ラ
ス
！
」

ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
解
放
し
た
後
に
、
ク
ラ
ウ
・
ソ
ラ
ス
も
手
に
取
っ
た
。

「
二
刀
流
で
決
め
に
行
く
の
か
。
流
石
は
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
ボ
ス
こ
と
だ
っ

て
あ
る
。
」

Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
達
が
来
た
こ
と
を

知
っ
た
。

「
ま
ず
い
敵
衆
だ
。
」

「
撃
ち
殺
せ
！
」

Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
は
、
攻
撃
を
始
め
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
敵
の
行
動
を
軽
や
か
に
避
け
て
ラ

イ
ト
セ
イ
バ
ー
と
ク
ラ
ウ
・
ソ
ラ
ス
を
相
手
に
ぶ
つ
け
て
い
た
。

Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
の
行
動
を
他
の
者
た
ち
も
加
わ
っ
て
大
乱
戦
に
展
望
し
た
。
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第
九
話
　
壊
せ
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｃ
の
船
（
後
書
き
）

次
回
第
十
話
討
伐
完
了
！
そ
し
て
地
球
封
鎖
計
画
。
お
楽
し
み
に
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

第七十一次世界植物大戦χ
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